
３
月
11
日
、
観
測
史
上
過
去
最

大
の
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・
０
を

記
録
す
る
地
震
が
東
北
地
方
太
平

洋
沖
で
発
生
し
、
津
波
、
火
災
な

ど
が
東
北
地
方
を
中
心
に
太
平
洋

沿
岸
一
体
を
襲
い
ま
し
た
。

死
者
・
行
方
不
明
者
５
千
人
を

超
え
、
避
難
者
は
約
55
万
人
と
そ

の
被
害
は
甚
大
で
す
。
余
震
や
新

た
な
地
震
の
心
配
の
中
で
、
人
命

の
救
済
、
水
・
食
料･

電
気
・
通
信

網
な
ど
の
確
保
が
急
が
れ
て
い
ま

す
。府

職
労
は
、
住
民
の
暮
ら
し
や

命
を
守
る
自
治
体
職
員
と
し
て
、

ま
た
阪
神
大
震
災
を
経
験
し
た
も

の
と
し
て
、
被
災
地
支
援
に
積
極

的
に
関
わ
る
べ
き
も
の
と
考
え
、

被
災
地
・
被
災
者
支
援
に
全
力
で

奮
闘
し
ま
す
。

当
面
は
、
支
援
カ
ン
パ
に
取
り

組
み
、
す
べ
て
の
組
合
員
・
職
場

の
み
な
さ
ん
に
カ
ン
パ
の
ご
協
力

を
呼
び
か
け
る
と
と
も
に
、
街
頭

で
の
支
援
募
金
行
動
も
取
り
組
み

ま
す
。

ま
た
、
全
労
連
・
自
治
労
連
と

も
連
携
し
た
支
援
行
動
も
行
う
予

定
に
し
て
い
ま
す
の
で
、
組
合
員
・

職
員
の
み
な
さ
ん
の
ご
支
援
・
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

自
治
体
と
し
て
積
極
的
な

支
援
を
当
局
に
申
し
入
れ

府
職
労
は
14
日
、
大
阪
府
当
局

に
対
し
、
緊
急
の
申
し
入
れ
を
行

い
、
府
と
し
て
の
積
極
的
な
被
災

地
支
援
を
行
い
、
具
体
的
な
支
援

内
容
等
に
つ
い
て
は
現
場
職
員
の

意
見
を
聞
い
て
対
応
す
る
よ
う
要

請
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
の
地
震
の
経
験
か

ら
咲
洲
庁
舎
へ
の
移
転
は
直
ち
に

中
止
・
見
直
し
を
行
い
、
本
庁
舎

の
耐
震
補
強
等
の
整
備
計
画
を
行

う
よ
う
求
め
ま
し
た
。

咲
洲
庁
舎
は

防
災
拠
点
と
し
て
問
題

今
回
の
地
震
で
は
、
大
阪
で
も

震
度
３
の
揺
れ
と
な
り
、
一
部
の

高
層
ビ
ル
で
被
害
が
出
て
い
ま
す
。

咲
洲
庁
舎
（
旧
Ｗ
Ｔ
Ｃ
ビ
ル
）

で
は
、
26
基
あ
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

全
て
が
緊
急
停
止
し
、
そ
の
う
ち

４
基
に
５
人
が
閉
じ
込
め
ら
れ
、

全
員
救
助
ま
で
５
時
間
を
要
し
ま

し
た
。

「
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
支
え
る
ワ

イ
ヤ
ー
ロ
ー
プ
が
絡
ま
る
被
害
も

出
た
」
「
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
が
作

動
し
床
が
浸
水
し
た
」
「
防
火
扉

が
作
動
し
危
な
い
の
で
職
員
が
押

さ
え
て
い
た
」
「
府
の
機
能
が
ス

ト
ッ
プ
し
た
」
な
ど
の
報
告
も
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
実
態
か

ら
も
咲
洲
庁
舎
は
、
防
災
拠
点
に

は
適
さ
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

し
か
し
、
橋
下
知
事
は
、
こ
う

し
た
被
害
に
対
し
「
軽
微
な
も
の
」

「
問
題
な
い
」
「
（
咲
洲
庁
舎
の
）

眺
望
は
災
害
拠
点
と
し
て
は
抜
群

の
司
令
塔
に
な
る
」
な
ど
と
、
無

責
任
な
発
言
を
行
っ
て
い
ま
す
。

府
職
労
は
、
府
庁
舎
は
「
府
民

の
安
全
を
守
る
拠
点
」
と
の
立
場

か
ら
、
咲
洲
庁
舎
へ
の
移
転
を
直

ち
に
中
止
・
見
直
し
し
、
本
庁
舎

の
耐
震
補
強
等
の
整
備
計
画
を
行

う
よ
う
引
き
続
き
取
り
組
み
を
進

め
ま
す
。

咲洲庁舎移転は
直ちに中止せよ!!

2011年3月14日
大阪府知事 橋下 徹 様

大阪府関係職員労働組合

執行委員長 平井 賢治

東北地方太平洋沖地震に関する緊急申し入れ書

貴職においては日々住民の命と暮らしを守るためにご奮闘のことと思います。

さて3月11日午後2時46分頃、宮城県牡鹿半島沖130キロを震源とする地震が発

生し、それに伴う津波などにより東北太平洋沿岸を中心に甚大な被害がでていま

す。

今回の大震災は観測史上最大のマグニチュード9.0を記録し、1995年に起きた

阪神淡路大震災（M 7.3）の約1450倍のとてつもない大きさと言われています。

被災地も大規模であり、被災状況の把握にも時間を要するものであり、いまだに

余震が続いています。また、東京電力福島第1原発、第2原発で放射能漏れの危険

も指摘されています。

私たちは、住民の暮らしや命を守る自治体職員として、また阪神淡路の大震災

を経験したものとして、被災地支援に積極的関わるべきものと考えています。そ

の立場から下記事項を申し入れます。また、府職労としても独自の被災者支援カ

ンパなど支援に取り組みます。

記

【１】被災地の支援について、あらゆる救援活動に府としても支援をおくるなど

積極的に応えられたい。

【２】具体的な支援内容等については現場職員の意見を聴いて対応されたい。

【３】咲洲庁舎は防災の観点から適さないとの指摘もあり、今回の地震の経験か

ら咲洲庁舎への移転は直ちに中止・見直しを行い、本庁舎の耐震補強等の

整備計画を行うこと。

3・17大阪総行動は
内容を変更して、支援
募金行動を各地で取り
組むこととなりました。

●早朝～

各地域で支援募金行動

●12:00～13:00

支援募金行動【淀屋橋】

●13:30～

震災支援・春闘総決起

集会【中之島女神像前】

●15:00～16:00

支援募金行動【天満橋】

●16:15～18:15

拡大執行委員会

●18:00頃～

環状線駅支援募金行動


